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氺 本* 氺 

アリサン ハナワラ ビは広く東南アジアに分布し， ハナワラ ビ科のなかでは形態学的に 
他の種類とは異なった興味ある幾つかの点を持っている。この種の細胞学的な研究は断 
片的になされているが，広い分布域でのまとまった研究はない。そこでこれまでの細胞 
学的な知識と胞子の形態から，この種の分布域内においてこれまで知られている3種類 
の種内倍数体 （4 X， 6X, 8 X)がどのように分布しているかを，胞子の形態を重視し 
て，50個体の倍数性を調べた。6 Xと8 Xは染色体のカウントされた個体からの胞子は 
得られなかったが，種内倍数化にともなう胞子の形態の変化を把握し，あわせて気孔の 
大きさも参考とし，無理なく 3種類の種内倍数体の分布図を作製した。その結果，倍数 
化による明確な分布域の境界はみいだせなかったが，インド亜大陸にはおもに4 Xが分 
布し，インドネシアの島々には8 Xが広く分布しているようである。また6 Xもどちら 
の分布域にもわずかにみいだせる。 Jermy らがニューギニアに4 Xの存在を示唆したが， 
今回の胞子の観察結果から十分その存在を認めることができる。 


□上野益三： 博物学史論集 595+ 32pp. 1984.八坂書房，東京.¥15, 000.過去20年に 
わたる論文52篇の転載をふくむ著作集。「本草学と博物学」の章には小野蘭山，畔田翠 
山，飯沼慾斎，岩崎常正らの人物と業績を記し，「植物」では薬園や腊葉帖にふれ，「西 
洋博物学断章」ではビュルゲル，フッカー父子などの記事，「人物」では明治以後の矢 
田部良吉，他7人のナチュラリストを記述，「動物」では象，カワウソ，ニホンオオカ 
ミなどにふれ，「動物学」では動物学史に関する5篇を入れ，「本」では本とのふれあい 
を述べる。巻頭に10図版，巻末に著者の博物学史関係著作目録あり。本書の索引，著者 
経歴抄を付す。日本博物学史と，その第.1人者の著者を知る上に欠かせない書物である。 
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